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第９期自治協議会

第２部会 活動の振り返り

＊協働
＊子育て・教育
＊健康・福祉
＊防災・防犯
＊生活環境

第２部会

資料　報1-2-1
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防災イベント

防災意識のうすい人にむけて防災啓発のための

を開催する事に決定！
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開催時期

5月

開催場所

本町通り

万代

駅南

内容
消防車

パトカー
避難所体験

車いす体験

消防音楽隊

本町マルシェ

古町どんどん

検討しましたが・・・

令和6年1月1日16時10分

令和6年能登半島地震
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新潟市でも
海岸部や河川沿岸部に津波警報が発令

液状化による被害もかなり発生
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自然と防災意識は高まった

路線変更をする事に

地震を経験して疑問や感じた事を
アンケートで聞いてみよう

各コミ協にアンケートをお願いしました
（令和６年2月の自治協議会 全体会議において配布）

皆さんご協力ありがとうございました

11月15日、市民プラザで行われる
中央区地域功労者表彰式にあわせて行う事にしました

アンケートにより、いろいろな課題が見えてきました
避難行動や普段からの備え、そして避難所運営など

防災講演会と防災ワークショップを開催
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＊防災講演会

＊防災ワークショップ

「地震発生初期からの避難所運営について」
1月1日 西区で何がおきた！

・避難所運営のあり方
・地域ごとの災害リスク
・これからの防災訓練

講師 新潟市防災士の会 平井孝志会⾧

130名参加

各コミ協から 27名参加

令和6年11月15日
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テーマ
これからの防災訓練

司会進行
豊島（自治協委員）

タイムキーパー
渡邊（自治協委員）

アドバイザー
吉野（中央区総務課）

書記
伊藤（中央区地域課）

項目
課題・問題点（ピンク付箋） 解決策（青付箋） 【参考】災害対応URL・マニュアルなど

意識の低さ・参加者
の少なさ

・防災意識の欠如（特に高齢の方）
・「安全な町」という思い込み。（60年前も何もなかっ
た場所だから、という安心感）
・参加者人数が少ない

・防災訓練への参加は個人の意志で。
・命を守ることを一番に考えると、やるべきことが見えてくる。まずは、自助の行
動を。
・町内単位で防災訓練を行う
・避難に関して正しい知識を持って行動する（自分の地域は津波の危険性が高いの
か？本当に避難する必要はあるのか？など）
・中、高校生など若い人に参加してもらう。→学校に依頼（大学については、福祉
学部がある大学や、私立大は協力傾向にあり？）

訓練のマンネリ化・
目的が不明瞭

・訓練内容のマンネリ化（実際の避難所開設の経験がい
かされていない）

・【中央区総務課の回答】自主防の訓練実施計画書を基に訓練の内容を考えていく
のはどうか。
・訓練の目的を明らかにし、周知する。
・地域でやるものなのか、個々でやるものなのか、目的をはっきりさせる。
・「自助」について再確認する。
・訓練を繰り返すことで知識がつく（マンネリでも良い）。
・訓練はマンネリでも良い。内容として、①安否確認、②防災フェスタ、③避難所
運営委員会の訓練を毎年実施する。
・防災に関する講演会の実施＆質疑応答を行う。
・実用的、機能的な訓練とする。

避難所環境
・トイレの数が少ない
・トイレの形態が古く使いづらい
・汚物の処理問題

・避難所の環境改善に向けて、国が自治体に対し、水洗式のトイレを備えた移動式
のトイレなどの導入費用を補助する予定との情報あり。

情報不足 ・その地域の状態を早く連絡してほしい

・ＬＩＮＥの活用
・役員同士の連絡網の整備
・安否について自ら発信する「黄色のタオル」（在宅・生きていることの印として
掲げる）
・要支援者の情報を町内役員で共有する
・キーボックスの設置。パスワードは誰が把握しているかを明確にしておく。→
【中央区総務課の回答】キーボックスは、今年度中に全ての避難所に設置予定。120
分以内の津波到達エリアには、遠隔操作可能なキーボックスを設置予定。

ワークショップのまとめは各コミ協に配布しました

最後に地震のアンケートのまとめを作成中です。
3月の自治協議会全体会議にて配布予定です。

今期は令和6年能登半島地震が発生したこともあり
結果的に防災を選んで正解でした。

【自助】備え
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以上が第9期中央区自治協議会
第2部会の活動報告になります。

新潟市防災マスコットキャラクター

キョージョ ジージョ


